
（別紙３）

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 19 （回答者数）
15

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 8 （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子どもの選択肢を増やし、自分で選び決める経験を積める

様、活動の内容や環境設定にも工夫をしていく。

2
日々の活動の中で、表情・行動・声のトーンなどの変化を細

かく記録し、職員間で共有する仕組みを強化していく。

3
成功体験の積み重ね、小さな達成を記録し、振り返りの時間

を設ける。出来た事を視覚化し、自己肯定感を育てる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 地域資源の情報を定期的に収集する。

2
訓練の種類や目的を丁寧に伝える。連絡ノートの写真などを

活用して訓練の様子がわかるようにする。

3
送迎時の聞き取りやアンケートを取るなどして、ご家族がど

のような情報や研修を求めているかを把握する。

○事業所名 放課後等デイサービスいろは

○保護者評価実施期間
2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　5日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

家族支援に関する体制が十分に整っていない。 ご家族の要望や参加意思を把握しきれていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所の活動が内向きになりやすい。
地域のコミュニティや子ども向けイベントの情報収集が十分に

出来ていない。

災害等の訓練を行ってはいるが、保護者に周知ができていな

い。
訓練の実施内容の種類や目的を伝えきれていない。

本人と保護者の課題やニーズを細分化し、その時の児童の状態

に合わせて、より良い支援方法を常に検討している。

支援内容は、日常の活動に自然に組み込める様に、無理なく継

続出来る方法を選択している。

子どもに寄り添い、共感しながら支援している。

困っている時や不安を抱えている時には、まず気持ちを受け止

め共感を伝える事で子どもが安心して本音で話せる雰囲気づく

りを心がけている。

安心出来る参加体制を整えている。
小さな成功体験を積ませる。出来る

レベルの課題から、成功を積み重ねている。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


